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“
女性のエンパワーメントは、地域社会、国家、さらには人間ファミリー全体のエンパワーメントに

つながります。
″

一 国連事務総長 パン・ギムン

平等へのコンセンサス

国連事務総長パンロギムンのメッセージ

UN Women設立の年を迎えるに当たり、ジェンダー平等と女性のエ

ンパワーメントヘの歴史的な公約を可能にした全ての人々にも祝

意を表したいと思います。各国政府は、 ビジョンを表明しました。

市民社会のパー トナーは飽くなき啓発を行いました。国連職員は

献身的な行動を示しました。uN Womenの創設は大きな仕事でし

たが、私たちは女性のためにグローバルな闘士が必要だと信じて、

共に困難を乗り越えました。

UN Womenは、女性の人権向上に向けた、より大きな国際的運動の

本質を担う組織です。ジェンダー暴力という戦争犯罪に対する新

たな訴追法の制定から、女性と子供の健康に関するグローバル戦

略に対する400億ドルの拠出表明まで、多くの活動領域で進歩が見

られます。また、かつてないほど多くの女性がリーダー的地位に

就いています。

今年は、国際女性デーの100周年記念の年でもあります。この一世

紀、長い道のりを歩んできましたが、めざすところはまだ遠くに

あります。進歩してはいるものの、今も世界中で多くの女性が差

別という重荷のもとで暮らしています。女性は、同じ仕事をして

も、男性より低い賃金しか支払われません。企業の役員会議でも、

議会でも、和平交渉でも、平等な役書」を与えられることは稀です。

本来、安全な場であるべき家庭の中でも、何百万人の女性や少女

が虐待を受けています。

UN Womenは、女性への投資が単に正当なことであるだけでなく、

効果的なことでもあるという基本的確信に従つて活動しています。

女性は家族やコミュニティや国全体を貧困から救う稼ぎ手です。

女性は子供を養う母親であり、次の世代を教育するリーダーです。

また、平和と安定を生み出す警察官であり、和平構築者でもあり

ます。

経済力もその他の機会も持たず、最も疎外された女性たちこそ、

UN Womenの支援を何よりも必要としています。私たちが加盟各

国やその他のパー トナーと共に、そうした必要性が最も高く、繁

栄や教育の恩恵が行きわたらない場所での活動に力を入れている

のはそのためです。

私は、女性が社会のリーダーとなって貢献できる未来、少女たち

が安全に健康に育ち、教育を受けて強くなれる社会を確信し、あ

らゆる形で UN Womenを支援します。UN Womenの設立を通して、

私たちは、差別がなくなり、女性と少女が十分に評価され保護さ

れる世界の確立という目標に一歩近づきました。そのビジョンを

共に実現しましょう。

Photo cred t Eskinder Debebe一U N Photo
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紅
私は、ジェンダー平等が司法と開発と民主主義の礎の一部であることを全ての人が理解する未来を想像

しています。
"

一 UN WOMEN事 務局長 ミチェル ・バチェレ

女性にとっての転機
UN Wornen事 務局長ミチェルロバチェレのメッセージ

UN Womenの初代リーダーに就任し、光栄に思います。私は、UN

Womenが新しいエネルギーと才能を結集し、多彩な経験を持つ男

性や女性をこの共同の活動に招き入れ、ジェングー平等に向けた

グローバルな行動の先頭に立って人々を鼓舞するものと確信して

います。

ジェングー平等と女性の人権の達成は、富める国も貧しい国も、北

の国も南の国も、どの国もが挑戦すべき世界的な課題です。2010

年、国連加盟国がUN Women創設という歴史的な一歩を踏み出し

たとき、各国はこの挑戦を受けて立たねばならないことを自覚し、

UN Womenが世界の隅々までもの女性と少女のために、このプロセ

スの先頭に立ち、闘っていくべきであることを確認しました。

紛れもなく前世紀には、世界がかつて目にしたことのない最も意

義深い社会改革のひとつとして、女性の権利が空前の拡大を見ま

した。100年前、女性が参政権を持つ国はわずか二カ国。今日、そ

の権利は普遍的なものとなりました。今日では、世界中の何百万

人もの男性と女性が、女性に対する暴力撤廃を訴え、記録的に2,3

の国が暴力反対の法律を可決しています。

しかしながら、変化の速度にも憂慮が必要です。幼い少女が学校

に行かれないとか、予防可能な出産の合併症で女性が命を落とす

ことは許されることではありませんが、残念ながら毎日起こつて

います。女子の就学率は依然として男子より低く、成人非識学者

の2,3は女性です。毎日90秒に1人の害」合で女性が妊娠や出産により

死亡しています。女性は、土地や融資といった基本的な経済資産

に関して平等の権利を持っていません。

女性は差別に対して正当化できない代償を払つていますが、それ

は単独の問題ではありません。私たちの民主主義、経済力、社会

の健全性、平和の持続性。そうした全ては、世界の半分の才能や

可能性を引き出し得なければ崩れます。女性が中等教育や良い仕

事、土地やその他の財産を手にすれば、国力の成長と安定は高まり、

妊産婦死亡率が減少し、子供の栄養状態や食料安全保障は改善さ

れ、HVと エイズのリスクは低くなります。ジェングー平等に向け

て迅速な進歩を支援するというUN Womenの任務は、このように

道徳的に正しいのみならず、政治的 ・経済的な道理にかなってい

ます。

やらなければならないことは山積していますが、利用できる大き

な力も備わっています。UN Womenは、女性の進歩の促進にとつ

て戦略的に重要な領域で早くも活動を開始しています。2010年と

2011年、世界各地域におけるUN Womenのプログラムからは、女性

のリーダーシップの増加、女性の経済的選択肢の拡大、女性を中

心に据えた計画や予算の策定、女性の和平交渉参加などにおける

成果の報告が届いています。

将来を展望するとき、UN Women単独では、やるべき仕事を達成

できないことは承知しています。私たちは、他の組織が行つてき

た良い仕事を肩代わりしようとは考えません。むしろ、多くの価

値ある行動や貢献が、より大きなインパクトと急速な成長につな

がるよう、調整の手助けを行います。国連システム内のパートナー

や女性グループ、民間企業と手をつなぎ、財務大臣、通産大臣、

厚生大臣、文部大臣を含むさまざまな政治関係者と関わつてゆき

ます。国からジェングー平等の基準制定への支援要請があれば援

助し、それを達成するための政策やプ回グラム、予算の実施を支

援します。将来、今を振り返るとき、2011年がジェングー平等の

新世紀となり、全ての人にとつてのより良い世界の始まりである

ことを期待します。

Photo credにMarco Castro―∪N Photo



2010年7月2日、国連総会は、世界全域に興奮と善意をよび覚ました大胆かつ意欲的な行動を起

こしました。満場一致の採択で、ジェンダー平等と女性のエンパワーメントのための国連機関、UN

Worllenを誕生させたのです。この決定は、全ての国連加盟国がジェンダー平等と女性のエンパワー

メントに向けて支援強化を行うという、かつてない公約の表明です。そしてそれは世界中の女性と

少女のニーズの促進と前進を使命とする強い国連組織の創設を求めてきた、多くの市民団体によ

る長年の啓発活動が実を結んだ瞬間でした。

Photo credにMohamrred Dub3-UN Women
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“
それは、人類の半分が参画することです。女性の進歩は、世界の進歩を意味します。

ル

一 国連ナイジェリア政府代表部大使、2011年 UN Women執 行理事会会長、ウ'ジョイ・オグウ

全ての国に対して任務を持つ UN Wornenには、3つの主要な役割が

あります。すなわち、国際的政策、基準、規範に関する交渉や合

意が行われる 「女性の地位委員会」などの政府間組織で、国連加

盟各国の審議をグローバルなレベルで支援すること、ジェングー

平等達成のための国連システム内の活動をリー ドし調整すること、

そして、女性の生活に真の変化をもたらすために、各国が国際基

準を実践に移す支援を行うことです。UN Womenの支援の焦点は、

女性のリーダーシップの推進、女性の経済的エンパワーメントの

強化、女性に対する暴力の根絶、平和と安全のプロセスヘの女性

の参加促進、そして、公的な計画と予算が女性のニーズや権利に

対応するよう担保することです。

UN Womenは2011年1月に活動を開始しました。この組織は、女性

の平等のために活動する4つ の国連機関―一国連女性の地位向上

部、国連国際女性調査引練研究所、ジェングー問題と女性の地位

向上特別顧間事務所、国連女性開発基金一一の統合による強回な

土台の上に築かれた組織です。UN Womenの創設によって、資源、

任務ならびに専門知識の集約が、女性のエンパワーメントに加速

的な弾みをつけ得ることが確認されました。UN Womenは今や女性

と少女のための強力な世界的闘士としてゆるぎない存在となつて

います。

そのビジョンは、2011-2013年度第一次事業計画にも表明されてい

るように、ジェングーに基づいた差別のない世界、男性と女性が

公平な機会を持つ世界、変化をもたらす積極的主体となれるよう、

女性と少女の総合的な能力開発が保証される世界、そして開発、

人権、平和、安全を推進する努力の中に女性の人権が擁護される

世界です。

2010年9月、パン =ギムン国連事務総長は、前チリ大統領として世

界的な尊敬をあつめるミチェル ・バチェレ氏を国連事務次長兼初

代 UN Women事務局長に任命することを発表しました。2011年1

月、新たに設立された uN Women執行理事会の初会合で、バチェ

レ事務局長は100日間行動計画を通じて組織の方向性を打ち出しま

した。それにより、他の国連組織、女性団体、民間企業や大学な

どとの一連の新たな協力関係が始動し、同時に、ジェンダーに根

ざした暴力の被書を受けた女性と少女のための最低限の緊急サー

ビス ・パッケージの準備など、新たな取り組みも開始しました。

UN Womenの第一次事業計画は、世界全5地域71カ国の政府、市民

団体、国連組織、学術団体を代表するパー トナー5,000人からの意

見をもとに、先に発表した100日間行動計画を具体化させたもので

す。それは本報告書の後半で詳述している UN Womenの 優先領域

を概要しています。

2011年2月、世界中のメディアが注目する中、UN Womenは 国連総

会会議場で創立記念式典を行いました。国連本部に出席した2,000

人を超す来賓に加え、インターネットにより184カ国の視聴者が祝

典に参加し、政界、芸能界、財界、メディアや映画界の著名人も、

UN Womenの 誕生を女性にとっての歴史的な出来事の瞬間として

歓迎しました。

3月8日、リベリアで開催された 「国際女性デー」100周年記念式典

に出席したバチェレ事務局長は、第1回の国際女性デーを歴史への

第一歩として想起しました。それ以来、多くが達成されてきまし

たが、ジェングー平等は今も未完の課題です。事務局長は、女性

が持つ計り知れない能力を引き出すのに、世界はさらに一世紀も

待つことはできないと述べ、ジェングー平等に向けての真の前進

のために UN Womenの 知識と経験を活用し、この目標を支援する

世界中のパートナーの協力を取り付けることを誓いました。



ジェンダー平等に関する国際公約、規範ならびに基準は、政府間合意で制定されます。こうした取

決めは、女性団体などとの協力を通じて、国内のさまざまな行動に示唆を与え、 目的達成のため

に新しい法律、プ回グラム、予算策定につながります。UN Womenは 、北京行動綱領 (1995年)、

女子差別撤廃条約 (CEDAW)、ミレエアム宣言 (2000年)、女性、平和、安全保障に関する安全

保障理事会決議1325号 (2000年)な ど、女性のエンパワーメントに関する基本合意に基づき、この

プロセスのさまざまな局面に対する支援を行つています。

P h o t o  c r e dにGe n t  S h k u  a k u一 AF P / G e tサ ma g e s
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龍
私は、女性がやりたい仕事につき、能力を最大阻‖注発揮できる世界を夢見ています。各国の女性と男性がこの世界

を自分の望む形に築き、同じ目的のために世界の他の地域と団結するよう、UN Wottenに力を貸してほしいです。
抑

十 二コ~ル ・マグロアール、ハイチ

国連女性の地位委員会はジェングー平等推進を使命とする重要な

政府間組織であり、UN Wolnenはその組織を支援する第一の責任を

持っています。毎年開催される2週 間の会議の中で、同委員会は

女性の人権とエンパワーメントの中心となるテーマで討論を行い、

進捗をモニターし、政府や国際機関、市民団体などによる行動を

提言しています。

2011年、同委員会は、女性と少女の教育、研修、科学技術へのア

クセスと参画、ならびに女性の正規雇用やディーセント・ワーク

(働きがいのある人間らしい仕事)へ のアクセスに関して提言を行

いました。ごく最近、アラブ諸国を揺り動かした数々の市民蜂起

でソーシャル ・ネットワークが使われた例に見られるように、世

界のあらゆる場所で、女性たちは意識啓発と歴史の再形成のため

に情報技術を利用しています。しかし、イノベーションに向けて

の女性の可能性は、まだ一部しか活用されておらず、ジェングー

に起因する固定観念が、依然雇用の機会を制限しています。他の

提言と並んで、委員会は、教育から正規雇用やディーセント・ワー

クヘの移行に関して改善を求め、科学技術分野で雇用される女性

の数を増やし、科学技術が女性のニーズに応えることを提言して

います。

UN Womenは2010年の第65回国連総会において、第4回世界女性会

議へのフォローアップ、女性と少女の人身取引、女性に対する暴

力根絶などに関して、加盟国に対する重要な支援を提供しました。

UN Womenが行つた分析と提言は、加盟各国が女性へのあらゆる形

の暴力に対し、予防の必要性に初めて重点を置いて行動するとい

う、グローバルな合意を強化する上で有用でした。

アジア

ジェングー平等の基準も、地域別の政府間組織で設定されました。

UN Womenは地域別ジェンダー平等条約の形成を支援し、各国が必

要に応じて国内法や政策を調整する手助けを行つています。2010

年、バングラデシュと UN Women主催の大臣級会議で南アジア地

域協力協定 (SAARC)に加盟する8カ国は、ジェングー平等への新

規および改定公約に関するグッカ宣言を採択しました。宣言の中

でSAARC諸国は、安全を欠く移民や人身取引がアジア地域におい

て重大な課題であることを公式に確認し、ジェングー ・ギャップ

を測るデータの収集やジェングー監査の実施、女性の平等を認め

る法規定の実施を強化することに合意しました。

ヨーロッパと独立国家共同体

中欧と南東欧の数力国は、国内法や政策を国際規範に準拠させ、

また平等や社会的インクルージョン (包摂)な どを重視する欧州

連合 (EU)力日盟の条件に適合するため、UN Womenの技術的支援

を求めています。アルバニアでは UN Womenは、2010年に行われ

たジェンダー平等と家庭内暴力 (DV)根絶に関する国家活動計画

の改定を支援しました。同計画は今、女性の政治的、経済的エン

パワーメントヘの新たな条項を含み、虐待のサバイバーを保護す

る、連携したサービスを保証しています。新しい経済支援法に向

けて、UN Womenが支援した包括的調査の結果は議員たちを説得し、

弱い立場にある女性たちの権利を保護する数件の画期的な改定が

採択されました。今回初めて、人身取引とDVの被害者に社会保護

の適応が認められ、係争中の離婚訴訟では、夫婦双方が支援を求

める権利を与えられています。
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国連システム全体の中で、∪N Womenは ジェンダー平等に関する国連の活動を先導し調整するとと

もに、女性のエンパワーメントと権利に関する基準を実行に移すという/AN約履行責任を推進すること

をその任務としています。2011年、正式に調整役として始動するに当たり、UN Worlnenはジェングー

平等に関する国連のシステム横断的な活動計画の採択に向けた努力の再活性化を最優先します。

これにより、国連の全ての部局に責任を配分し、ジェングー平等プログラムヘの資金投入の推移を

示すジェンダー別予算を含め、進捗をモニタリングするメカニズムを制定します。

Photo cred ti A53d Z3 3



UN WOMEN ANNUAL REPORT 2010‐ 2011

ド
‖性IJ☆出く止いじ‖せゴR。|十持ヽLP,■式tに十い1■,

山悶沖 冊ば抽 …は欄軸|ナ
…
こ叫〕対RI〕相1みt ttt輸‖

伸 + ‖ギ, | ■さ は, l i i 泄■ が 村 い
l  l れ

■ i 「ヽ‖ 針 . ポl l l l 【1 附粘1 仲仲、母「| ‖! 千1 ‖1 出岬

寄h よ

アジア

UN Womenの 最大の優先事項は、さまざまな国で、国連機関のプロ

グラムがジェングー平等に向けて最大限の貢献をするよう支援を

行うことです。パキスタンは、国連各機関が効率的な調整と調和の

ための新しい方策を開発する取り組み 「ひとつの国連Jの モデル

としてパイロット事業が行われている8つの国のひとつです。2010

年、壊減的な洪水が国上の大部分を襲った際、UN Womenと 国連人

口基金は共同で大規模な人道支援作戦の一部となった国連ジェン

グー ・タスクフォース (調査団)の 指揮に当たりました。人道支

援活動の全ての局画の中心にジェンダー平等を据えるために、タ

スクフォースは女性と少女の被災者に重点を置いた迅速なニーズ ・

アセスメントを実施しました。この調査結果はパキスタン大統領

と女性活動家たちとの円卓会議でも注目を集め、災書救助への国

際緊急要請20億ドルの要請につながりました。

ジェングーの専門家が洪水地域の人道支援拠点に派遣され、人道

支援チームとの密接な協力のもとで女性用衛生キットが支給され

ました。食料配給所は女性が利用しやすいよう工夫され、ジェン

グーに根ざした暴力の被害者向けの緊急対応窓口を設置しました。

それ以外の支援としては、災害管理当局にジェングー室と児童室

を設置しました。このことで国ならびに地方当局でのジェングー

の認識が高まり、今後の災害時にも注意が継続されるようになる

と思われます。

アラブ諸国

イラクでは、UN Womenが 国連国別テームのジェングー ・タスク

フォースの長を務めています。2010年に UN Womenは 、国連国別

チームがイラクの国家開発計画の草稿作成に関わつたときにも支

援を行い、現在その計画にはジェングー平等が優先目標として組

み込まれています。イラクでの全ての国連の開発計画を扱う国連

開発援助枠組み策定に深く関与した結果、ジェングー平等への一

段と強力な公約と、女性のエンパワーメント推進のための国連の

合同プログラムが生まれました。民間企業開発の合同プログラム

では、UN Womenは 他の機関との協力のもとに専門知識を提供し、

民間企業の戦略、政策、ならびに関連する規則がジェングーに配

慮し、包摂的であるよう留意しました。プログラムは、持続可能

で公平な経済成長の原動力として必要な技能、仕事、有利な長所

を女性に備えさせることも目的としています。

∪N Womenは 、パレステナ当局が女性に対する暴力根絶に向けて

の国内戦略の草案作成と決定を行うに当たり、支援を行つた国連6

機関の共同作業を主導しました。この事業は、草の根グループや

避難民の女性たちから政府当局まで、幅広い参加を求めた準備プ

ロセスを取り入れたことで、アラブ地域で前例のないものとなり

ました。戦略は、必要に応じて法の改正や制定を行い、女性の人

権の全面的尊重をもとに適用することをめざしています。これに

より、政策立案の改善、暴力の事例への法医学の適用、拡大した

市民サービス、ソーシャルヮーカーのより良い育成などを含めて、

女性に対する暴力根絶への現在の活動を一本化します。

世界全域

グローバル規模においては、UN Womenは 国連事務総長が提唱し

ている 「女性に対する暴力根絶に向けて団結しよう (UNiTE)」キャ

ンペーンのコーディネーター役を務めます。この国連全組織によ

るキャンペーンの地域単位、国単位での立ち上げがアフリカ、ア

ジア大平洋、ラテンアメリカ、カリブ海諸国で実施され、この問

題にスポットライ トを当て、モザンビークやシエラレオーネの大

統領やタイの首相といつた政府高官からの支援を取り付けました。

キャンペーンの協力者は幅広く、タジキスタンのテコンドー・キッ

クボクシング連盟、モザンビークの女性バスケットボールチーム

「デスポルティヴォ」、カリブ海諸国の人気アーティス トなどが協

力しています。カリブのアーティス トたちは公共広告を作成して

平和なコミュニティを作ろうと呼びかける歌を作り、これがメディ

アで広く放送され、コンサー トのテケットは売り切れる人気でし

た。国連事務総長のネットワーク 「男性リーダーたち」のメンバー

には、スペインのザパテロ首相など元首も名を連ね、男性と少年

の参加を呼びかけています。

独創的な「女性に対する暴力根絶に向けて団結しよう(UNiTE)」キャ

ンペーンの2010年度のアウトリーチ活動には、メキシヨで開催さ

れた世界ユース会議でのコンサートや 「ブレークアウェイ」のビ

デオゲームも含まれました。このビデオは、男性や少年が態度を

変えることを目的として、国連人口基金が開発したオンラインの

無料フットボール ・ゲームです。女性に対する暴力撤廃のオンラ

インのクイズは、UN WomenのSay NO―UN十TEの 取り組みのひと

つとして紹介されました。



優先して取り組む領域

世界中で、女性たちは、変革を求めるダイナミックなリーダーであり、力強い啓発者です。しかし、

女性のリーダーシップや幅広い社会的 ・政治的参画は、依然制限されています。2011年の半ばま

でで、女性議員の数が議員全体の30%以 上を占めていると公言できる国は28カ国しかありません。

国や政府の長として選挙により選出された女性リーダーはわずか19人です。

UN WorYlenは、憲法改正や一時的に政治ポストに女性数を増やす施策を含め、女性の政治的リー

ダーシップ増強に向けて各国を支援しています。このことは、女性が候補者になり、有能な政治家

になるための能力を開発する機会を生み、選挙管理方法が女性の関心事に呼応することを保証し

ます。

Photo credにHussein M3 3-AP/W de Wor旧
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アラブ諸国

2011年初頭のテュニジアの政変時、UN Womenは即座に女性に援助

を行いました。専門家が1人派遣され、政治上の男女平等を達成す

る方策がとられるよう、新たに組織された選挙委員会を支援しま

した。タイミングがきわめて重要で、社会的に不安定な状況の中で、

女性の人権に関するテュニジアのこれまでの成果が逆戻りする危

険性もありました。

特別措置への最大の選択肢を求める啓発活動と実証は、憲法制定

議会選挙の候補者の50%を 女性が占めるべきだというコンセンサ

スを前進させました。テュニジアでのこの歴史的動きは、アラブ

地域と世界全体に画期的な新しい基準を作りました。生まれたば

かりの民主主義の基盤をさらに強化するために、UN Womenは長年

にわたる政治弾圧を経験してきたテュニジア女性の啓発能力を再

構築する支援を行い、チュニジアの暫定的司法と和平プロセスの

中心にジェングーの問題を据えるために、地域内から専門家グルー

プを送り込んでいます。

∪N Womenはエジプトでも民主化運動後、500の女性グループから

成る連合組織を直ちに支援するなど、活発な取り組みを行つてい

ます。連合組織は暫定プロセスの監視者として直ちに行動を起こ

し、エジプト女性憲章制定へのコンセンサス作りに活躍しました。

同組織のメンバーは新聞編集者と会合を持ち、新しい政治案件の

中に女性の人権を高く位置づけることの重要性を訴え、ジェングー

不平等と差別の事例を記録したモニタリング報告を手渡しました。

このことで、新FHFはジェングー ・ギャップを取 り上げた記事を書

くようになり、若者グループを含めた市民運動団体はエジプト社

会全体に向けて理解と行動を呼びかけるキャンペーンを始めまし

た。憲章は6月に発表され、民主化プロセス全般に女性の公平な参

画を保障し、国際的人権条約の全ての公約を支持して、とくにエ

ジプトの貧しい女性に基本的サービスを提供 し、差別的法律を是

正することなどが提言されています。

アフリカ

ケニアでは、UN Womenは、2007年以来拠出を行つているドナー9

カ国の共同出資制度を通して、ジェングーとガバナンスのプログ

ラムを管理しています。プログラムは大きな成果を積み重ね続け

ています。2010年制定の憲法にアファーマティブ ア クションを

含む新しい確固たるジェングー平等条項を加えることに成功した、

ケニア女性議員連盟への支援もそのひとつです。同年、議員連盟

は人身取引に反対する厳しい新法の採択を後押しし、ケエアが国

際刑事裁判所から脱退するという議案に反対しました。

ラテンアメリカとカリブ海諸国

出身地や人種などジェングー以外の原因でも疎外を受けている女

性たちは、政治参加への更なる障壁に直面しています。2010年、

UN Womenは アンデス山系と中央アメリカの6カ国で、先住民族の

女性たちがこの課題を克服するための研修を支援しました。参加

者はリーダーシップスキルを獲得し、女性たちの個人ならびに集

回としての権利についての意識を高め、人権支持を求める手法を

学びました。研修は、女性たちが法の公正を要求し、政治的意思

決定に参加し、公共政策をジェングーと文化の両方の視点で見直

せるよう、能力強化することが目的でした。ガテマラでは、プロ

グラムの参加者たちが、新しく獲得したスキルを駆使し、民族の

平等とジェングーの平等達成を求めて選挙法と政党法の改正に向

けた啓発を行いました。UN Womenはラテンアメリカとカリブ海諸

国地方議会女性議員連盟ネットワーク 「レッド・ラムゴール」の

設立を支援し、アルゼンテン、ボリビア、コロンビア、コスタリカ、

エクア ドル、エルサルバ ドル、グアテマラ、ベルー、 ドミニカ共

和国が加盟しています。

ヨー回ッパと独立国家共同体

UN Womenの技術的専門知識は、多くの国で法律と司法の改革を

支援しています。グルジアは、女性の政治参加の強化、労働市場

におけるジェングー平等の推進、女性の人権を支持する国家体制

確立を保障する2010年の画期的なジェングー平等法の起草と制定

にUN Womenの助言を求めました。セルビアでは、UN Womenは裁

判所職員への基礎研修を行う唯一の機関である司法アカデミーに

対して支援を行い、女性の人権に関する国際 ・国内法規の適用に

ついてのカリキュラム導入に協力しました。このカリキュラムで

は、差別禁止法をはじめ、土地所有や労働権の問題を取り上げて

います。



優先して取り組む領域

経済的エンパワーメントの基礎となる経済的資産、人間らしい暮らし、リーダーシップの機会などヘ

の平等なアクセスが女性に許されるとき、経済的安寧は拡大します。世界経済フォーラムのジェングー

ギャップ ・レポートでは、データ収集対象の134カ国で、ジェンダー平等の浸透度が高いほど国民総

生産も高いことが報告されています。しかし、ジェンダー差別が女性の選択の自由を奪う状況があ

まりにも多く見られます。世界全体で見た場合、女性の50%が低賃金で予告なしに解雇される不安

定な仕事に就いており、賃金の男女格差は依然10%から30%もあります。

Photo crtt t tt Chung一UN Photo
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“
私は、国連が支援することで女性が経済的に自立でき、地球全体がより良くなる、そんな世界を夢みています。

"

一リーム・/ミドラン、ヨルダン国会議員

UN Womenは、経済的エンパワーメントを女性の権利として、社会

と経済のための利益として、擁護します。このことは、経済的資

源への女性のアクセスを増し、持続可能な暮らしを支える各種の

サービスを確立するための法律や政策を国が制定しやすくします。

アフリカ

サハラ以南のアフリカでは、女性が穀物や手工芸品、電子機器、

鉱物、衣類などの品物を、国境を越えて行商します。非正規の小

規模商売の自営者である彼女たちは、資産や雇用を創出して貧困

を減らすなど、貴重な貢献をしています。国境を越えての非正規

の商売に従事する人々の中で女性は70%近 くを占めており、この

活動は南部アフリカだけで地域経済に年間180億ドルをもたらして

います。しかしほとんどの場合、政府の経済政策や通商条約はこ

うした女性たちを無視し、彼女たちは保護も支援もないまま仕事

をしています。商売を拡大するための融資を受ける機会はほとん

どなく、国境付近では強奪や暴力が大きな問題となっています。

15カ国では、国境を越える非正規商取引に関するUN Womenの プ

ログラムが女性の大きな経済貢献に注目を集め、女性に有利な税

体系、支援制度やサービス、国家開発計画の中での認知促進を求

めた啓発を行つています。その中で、国境を越えて活動を行つて

いる行商人に直接話をし、世界貿易機構などグローバルな通商交

渉の場で彼女たちの問題を伝達することでの支援も行つています。

国連アフリカ経済委員会との共同調査では、女性の非正規商人は

経済的評価の中に反映されず、その結果、通商 ・開発政策やプロ

グラムから排除される可能性が高いという統計上のギャップが的

確に指摘されています。

このプログラムは、女性たちが挙げる優先事項に基づいて、地域

の経済共同体ならびに国を支援します。たとえば、2010年のリベ

リアでの進展の一例で、商人を組織し、彼女たちの問題について

の啓発を行う、初の越境女性商人の組合が結成されました。マー

ケティングその他のスキルを養うビジネス ・プログラムも設立し、

現在中央銀行が融資を提供して、何千人もの女性がローンを利用

しやすくなりました。関税局は、女性商人のために簡略化した関

税一覧表を作成し、国境越えの際の問題を通報できるホットライ

ンも設置しました。新しい2棟 の倉庫は組合に収入をもたらし、

雨季の間商品を保管する重要な施設になっています。

ラテンアメリカとカリブ海諸国

ラテンアメリカでは、UN WomenはlLO(国際労働機関)や 各国政

府との密接な協力のもとで、家事労lpl者の女性たちが改革のため

に立ち上がることを支援しています。世界のほとんどの地域でも

そうであるように、ここでは家事労lgl者は最も賃金の低い、不安

定な労働者です。雇用主の家庭が職場であるため、彼女たちは労

働条件の改善のために集団行動をとる機会も制限されています。

多くの法制度では、家事労働には他の職種より低く水準を定めて

いたり、それさえも定めていない場合もあります。

UN Womenは、家事労働者が互いに手をつなぎ、新たな保護を求

めてロビー活動をする手助けをしています。ブラジル、ボリビア、

ガテマラ、パラグアイでは、2010年、家事労働者の権利を支持する、

世界規模の国際労働機関条約制定に向けて、女性たちが国際的な

啓発活動に参加し、条約は2011年6月に採択されました。2010年の

国際労働会議には、ブラジルとパラグアイの正式代表として女性

家事労働者たち7名が出席し、妥当な給料、ハラスメントや暴力に

対する安全確保などの問題を提起しました。家事労働者の権利擁

護スキルを高めるため、UN Womenは引き続き女性たちが雇用主

に労働基準法遵守を求めていけるよう、国の労働法に関した研修

を行つています。

ブラジルのベルナンブヨ州では女性のための政策事務局との協力

事業が、同様に経済的に疎外されているグループである地域の貧

しい女性たちをエンパワーしています。19,000人以上の女性が技術

研修や人権研修を受け、その結果地方の女性団体が連携し、地方

女性のエンパワーメントを図るブラジル初の広域行動計画を実現

させました。ウルグアイでは、身体障害のある女性たちが職場で

の地位を改善できるよう、UN Womenは初のネットワーク作りを

支援しました。



優先して取り組む領域

女性の権利擁護者の献身的な行動の結果、多くの国で暴力撤廃が法律や政策の重要事項となり、

2,3の国が家庭内暴力防止の条例を制定しています。この問題は、レイプを戦争犯罪と正式に認識

した例に見られるように、世界的な安全保障の検討課題になっています。しかしながら、女性と少

女への暴力は依然として世界に蔓延しており、女性の人権を侵害し、あらゆる国やコミュニティに

永遠の被害を与え続けています。生産性の喪失や医療、司法サービスにかかる高額な費用は、何

十億ドルもの負担という莫大な代償を強いています。

Photo credit[ucy Nにho son―Reuters/Landov
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一―力t″ヤン・ヴァレロ、ヨllンビア

女性に対する暴力の撤廃は、この種の暴力に関する法律の策定と

制定、法律を実施する行動計画と予算の採択、予防プログラムや

被害者女性への保護サービスの制度化、若者を含む意識啓発を必

要とします。UN Womenは、この全ての領域で活動を行つています。

アジア

2010年アフガニスタンでは、UN Womenが地方でのサービスの供給

を含む、暴力根絶への国内制度の制定を支援しました。女性課題

省との密接な連携により、UN Womenは8つの地域別データベース

のネットワーク立ち上げを援助し、これまで解明も解決もされて

こなかった暴力の実態を、一貫性のある、具体的な実例として提

供しました。このデータは、暴力に対する全国および地方レベル

の対策に活用されます。

アフガエスタンにおけるそれ以外の支援には、2010年、約200人の

女性と子供たちが安全に避難した紹介所とシェルターの維持も含

まれます。21の州で暴力防止プログラムを実施している非政府グ

ループのネットワークヘの支援を通して、暴力防止の方法を教育

し、サバイバーを保護サービスに紹介し、警察の少ない僻地では

監視役を果たすことを近隣住民に教育するファミリー ・サポート・

グループを組織するようコミュニティに指導しています。パラリー

ガルの育成により、ヘラー ト州のサバイバーヘの法的助言が可能

になり、法的措置への新たな道が開かれました。

タイでは、UN Womenの開発したインターネットによるSay NOキャ

ンペーンから暴力根絶に向けた大規模な市民動員が始まりました。

これは国連事務総長の提唱する 「女性への暴力根絶に団結 (UN TE)

しよう」というキャンペーンの一環をなすものです。UN Womenの

親善大使、バジェラキティヤバ王女と法務省との有力なパートナー

シップにより、300万人以上のタイの市民が女性に対する暴力根絶

を訴え、 自転車キャラバンやロールモデル ・コンテストなどの意

識啓発活動に参加しました。

これが勢いとなって、タイのDV)去完全実施に関する新しい司法ガ

イドラインや、現在県や地区の750カ所の病院に開設されているDV

被書相談所など、いくつもの変化が見られます。2010年半ばには、

73,000人の教師、学生、公務員、一般市民が、各州の検察庁が主催

した暴力禁止法上の権利と義務についての特別研修会に参加しま

した。学校で実施された 「ユースのSay NOキャンペーン」プログ

ラムは、新しい世代に女性の人権への理解を徹底しています。

ヨーロッパと独立国家共同体

思春期の少女たちが女性に対する暴力根絶の活動の中心に据えら

れることが一層増えています。UN Womenは 、少女たちをエンパワー

メントし、虐待を根絶する政策やプログラムを支援する国連思春

期少女タスクフォースのメンバーです。中でも核心を占める問題

は、少女たちを無理やり学校から引き離し、妊娠出産に伴う高い

有病率、死亡率の引き金となっている児童婚です。タジキスタン

では、CEDAW委 員会の提言に従つて UN Wornen力S支援する根気強

い啓発活動の結果、結婚許可年齢を18歳に引き上げるよう国会を

説得し、イスラム教の指導者に、男性の責任と女性の権利について、

金曜礼拝で説くよう求めました。

アラブ諸 国

モロッコでは、UN Womenは 、3つの州を回つて早期婚の弊害への

認識を広めた 「平和、平等、市民権キャラバン」を支援しました。

さまざまな地域の男性と女性が市民デモを組織し、女性保護を改

善するよう当局に求め、力強いメッセージを伝える映画で全国の

注目を集めました。司法省はその後裁判官と裁判所職員のテーム

を配置し、厳正な届出を通して結婚の習慣の規則1を改善し、未成

年者の結婚を減少させています。

世界全域

女性に対する暴力根絶はノウハウを必要とします。2010年、UN

Womenは 現場の実務者に専門知識を与えるため、暴力反対プロ

グラムの企画や実施のための世界共通総合情報として、女性と

少女に対する暴力根絶のためのバーチャル知識センター (www

endvawnow org)を立ち上げました。また、UN Womenは、国連事

務総長の暴力反対キャンペーンUNiTEの2つの主要目標についての

手引きを提供する、女性に対する暴力撤廃の効果的な国内行動計

画や法律立案のためのハンドブックも出版しています。



優先して取り組む領域

集団強姦から集団国内避難まで、戦争は女性にさまざまな危書を与えます。恐ろしい経験をどのよ

うにくぐり抜けたにせよ、その後女性たちは家族、家庭、地域社会を立て直していきます。しかし、

和平に向けての話し合いの場では女性の役割や権利が見過ごされ続けているのが現状です。1992

年以降、和平交渉の場で女性が占める割合は10%未 満です。また復興予算の中で女性や少女関

連に配分されている額は6%未 満です。

∪N Womenは 安全保障理事会決議1325号など、ジェンダー平等に向けた国連安全保障理事会や

地域単位の取り組みの実現を通じて、この純然たるアンバランスを是正するための支援を行つてい

ます。安保理決議1325号は、この種のものとしては初めての国際公約で、和平や戦後復興活動の

あらゆる側面への女性の完全参加を求めています。

Photo cred代‐Robe「to Sch附沼t―AFP/Get呼 lmage5
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何
私は女性が意思決定の地位に就く世界を夢見ています。自分の娘がリーダーとなり、意思決定をしている姿を夢

見ているのです。
"

― ケファヤ・モハメド・モスタファ・ニョウム、パレステナ占領地域

アフリカ

戦後プロセスに女性が早い段階から正当に適切な参加をすること

により、政治的対話をジェンダー平等に向けて好ましい方向に導

く機会が数多くもたらされます。2010年スーダンでは、24年ぶり

の複数政党による選挙が行われ、それに先立ち UN Wolmenの支援

により、女性たちの立候補に向けての能力開発、選挙人団への代

表者派遣の奨励、ならびにジェンダー平等に向けての選挙民や市

民啓発を行いました。複数の ドナー国からの寛大な資金援助を受

けて幅広いアウトリーテ活動を行つた結果、記録的人数の女性た

ちを投票所に送り、女性議員に割り当てられた25%と いう議席数

を全国で確保しました。南スーダンの選挙区ではこの数をさらに

上回り、全議席の31%を 女性議員が占めました。新たに選出され

た女性議員たちは既に議員集団を結成し、議会の委員会において

も割り当て制を適用するようロビー活動を行い、南スーダンの暫

定憲法に関してジェングーの視点からの見直しを行う準備を始め

ています。

南スーダンの独立を求める2011年の国民投票に向けて、女性の参

加をさらに拡大するため、UN Womenの支援のもとで南スーダン国

民投票委員会に特別ジェングー部会が設けられました。90%も の

女性が非識字であるという壁を克服するため、UN Womenは 24の市

民団体に委託し、この地域の10州で戸別訪間を行い、選挙民に対

して女性の権利や女性問題解決を優先するよう啓発を行い、投票

を呼びかけました。ここでもまた女性の投票率は史上最高となり、

女性たちが世界で最も新しい独立国の誕生に賛成票を投じました。

ラテンアメリカとカリブ海諸国

紛争終結後の多くの国で、UN Womenは 戦時中の行為や犯罪に対

して、賠償を含む法的公正を求める女性たちを支援しています。

2010年UN Womenは 初めての良心裁判所の開廷による法的公正を

求めたグアテマラの女性たちを支援しました。30年の歳月を経て、

戦争中に性暴力被害を受けた女性たちが専門陪審員の前に出廷し、

彼女たちが受けた犯罪に関して長年の沈黙を破りました。陪審員

たちはその証言についての検討を行い、現在も広く行われている

免責の風土を考慮した上で、国家の行為はきわめて不適切なもの

であるとの判断を下しました。将来の行動に対する勧告には、性

暴力を含む人権侵害に対する賠償制度を確立するための法律の制

定が含まれています。良心裁判所を巡る国民の関心の渦の中で、

裁判所関係者は女性の権利擁護を求める人々との関わりを通して、

紛争に関連した性暴力事件の裁判1に備える判事の教育副練方法を

学習しています。

世界全域

世界全域では、∪N Womenは安全保障理事会決議1325号の実施とモ

ニタリングのための国連機関間の総合的枠組み策定に主要な役割

を果たしています。2011年には初めて女性、平和、安全保障問題

に積極的に関わっている全ての国連機関が、期限を定めて共通の

目標やゴール達成への作業を開始しました。この戦略は、安保理

決議1325号の実施状況を追跡し、女性のための予算措置や女性の

参回の現状といった基本的問題を報告している2010年採択の指標

をもとに策定されています。1325号決議に関連する全ての活動に

関する継続的フィー ドバックには女性が関わる必要があり、2010

年 UN Womenは女性の活動家たちが平和維持活動担当官を含む国

連の各部門の高官に対し意見を述べるグローバルオープンデーを

紛争後の25カ国で開催しました。そこで集約された勧告は、国連

事務総長に提出されました。

UN Womenと 国連平和構築支援事務所とのパートナーシップによ

り、女性の参画推進に向けた国連事務総長提唱による2010年行動

計画7項目は、平和構築の特定の事業について国連システムが調整

の取れた活動を始めることを早くも可能にしています。この行動

計画には紛争後の計画立案、金融、司法制度ならびに女性の政治

参加に関しての項目が含まれています。さらに UN Womenは国連

平和維持活動局とも協働して、国連平和維持部隊の配備前研修の

中で紛争時における性暴力に関する教育も行つています。この種

の研修は2010年に始まり、平和維持活動に重要な貢献をしている

数力国が、現在実験的に実施しています。研修では実際の体験談

に実践的な提言も取り入れて、国連 「ブルーヘルメット」と呼ば

れる部隊を、女性や少女の安全に対する脅成と闘うために訓練し

ます。
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法律によるものであれ、政治的公約によるものであれ、ジェンダー平等達成の公約は実施に移され

て初めて意義あるものとなります。この実現には、政策、国単位。地方単位の計画、予算、ジェングー

格差への対応の必要性とその進捗に関する統計データなど、ジェングー平等のために機能する自治

体の具体的手段が必要です。∪N Womenは こうした全領域におけるジェングー平等への環境整備

を提日昌し、開発援助の優先順位を定義するドナー調整機構を通して活動を行っています。また UN

Womenは 女性の地位向上を推進、維持するための国の制度を支援しています。

|わ]oto c edに箕酬 Sp agte―Pari05)ctt res
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アフリカ

2010年、ジェンダー平等と気候変動の関連性をより明確にするた

め、UN Womenは、モザンビークがジェングー、環境、気候変動に

関する統一した国家戦略を有する国の第 1号 になることを支援し

ました。モザンビークはその地理的な位置のために、気候変動に

伴う自然災害の影響を強く受けます。女性の経済活動は主として

農業に依存しており、 自然災害は女性の生活に多大な影響を与え

る可能性があります。

新たな戦略では環境行動調整省の中にジェングー部門を設立しま

す。この機関はジェングーに配慮した気候変動に対する国家の対

応策を策定していくことになります。女性はそれぞれの地域社会

や全国レベルで、 自然環境管理関連の意思決定の場でリーダー的

役割を果たすことになります。また、女性の負担を軽減し、自然

燃料の持続可能性を高める改良型ス トーブを含む、女性のニーズ

に対応した新しい技術開発を行います。ジェングーに関する司‖練

やジェングー予算も、環境への政務を担う政府機関全てに導入し

ていきます。

UN Womenは、公的資源の配分が女性と男性に同等の利益をもたら

すことを目的とするジェングー予算の概念をグローバルに提唱し

ている中心機関です。ルワングでは、UN Womenの支援により4つ

の省庁でジェンダー予算のパイロット計画の実施に成功し、現在

一般予算と共にジェングー予算報告書が議会に提出されています。

2011-2012年度からはジェングー予算が全ての省庁、地区ならびに

キガリ市に義務づけられています。

費用見積もりの演習は、 しばしば正式な予算策定に向けての第一

歩になります。2010年∪N Womenはセーシェル政府と協力して女

性に対する暴力撤廃のための国家行動計画を作成し、その中で財

務分野での格差の分析を行い、関連政府機関による各対策に対し

て必要な資金を明確化しました。

ヨーロッパと独立国家共同体

グルジアでは UN Women力S政府と市民団体を支援し、暴カサバイ

バーの女性たちのためのシェルター2カ所を国の主導で立ち上げ

ました。女性団体による権利擁護活動の結果、2011年度の国家予

算ではこの2つのシェルターに対して全額資金援助が行われていま

す。

ラテンアメリカとカリブ海諸 国

エクア ドルの財務省が国家計画公共財務法にジェングー基準を取

り入れた後、2011年度予算ガイ ドラインでは男女機会均等計画実

施のためのプログラムを最低1つ含めることと、政府全部門のプロ

ジェクトやプログラムにジェングーの視点を取り入れて、それを

証明することが義務づけられました。その結果、ジェングー平等

への資金配分が前年度比で3倍になりました。

サービス、資源、機会に対する女性のアクセスを改善する上で効

果的な開発計画と予算配分は、数字の信頼性に大きく作用されま

す。中央アメリカでは、UN Womenの支援を受けて全アメリカ統

計会議が実施した権利擁護活動と研究の結果、今では3カ国で国家

家計調査にジェングーの指標が含まれるようになりました。メキ

シヨでは家計における支出配分に関して新たな調査項目が追加さ

れ、エルサルバ ドルとホンジュラスでは女性の経済貢献を100%把

握するために就労時間や無給労働に関するモジュールが統合され

ました。

世界全域

UN Womenは支援有効性の課題と取り組む任務を持ち、支援有効

性に関するパリ宣言と行動のためのアクラ議題に関連したプロセ

スに従事しています。 ドナー国やカメルーン、ネパール、ベルー、

ルワングならびにタンザニア国内のパー トナーとのパー トナー

シップを通じて、海外開発援助へのジェングー予算の応用を拡大

することで、UN Womenは 女性の意見や優先課題を援助調整メカ

ニズムの中に取り入れました。その結果国内資源と国際資源を組

み合わせて活用する部門別プログラムにもジェンダー平等に関す

る優先課題を含めることが可能となり、実績評価にジェングー関

連指標を統合しました。カメルーンでは UN Womenは国内のパー

トナーや二国間、多国間協力機関と協働して性と生殖に関する保

健医療サービス受益者評価を実施しました。この分析結果は、医

療保健福祉機関が社会経済学的な根本原因に対応し、高い妊産婦

死亡率をはじめとする諸問題に取り組む上で役立ちます。



ン

パートナーシップは ∪N Wornenの 実績を強化する上で大きな貢献を果たし、ジェンダー平等のメッ

セージを広く世界に届けています。パートナーは ∪N Womenの 活動を誘導し、プログラムを実行す

る上で大きな支援を提供します。uN Womenの 戦略的パートナーは多岐にわたり、政府、UN機 関、

多国籍組織、女性団体や市民団体、企業、UN Wornen国 内委員会のネットワークや基金などが含

まれます。

Photo credtt CaもanneTueHna― UN Women
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耐
ジェンrダー平等のもとでは、誰もが八、類の進歩と品ンパワ…メントの恩意を受けられるでしょう。社会はひなつにまと

まり、世界lまより良い場所となるでしょう。
脚

一―ヴ7チヤリンツ テヽィエタビニごサクル、卜】/ブリ抑事裁判所主席裁判官、タイ

先進国、途上国を問わず、スポンサーとして、ジェングー平等基

準の支持団体として、また女性の雇用主として、民間企業がジェ

ングー平等の推進に果たす役割は大きくなっています。2010年に

UN Womenは職場、市場、地域社会において民間企業を巻き込ん

でいくための大きな一歩を踏み出しました。UNグ ローバルコンパ

クトとのパートナーシップによる 「女性のエンパワーメント原則 :

平等はビジネス向上のカギ」を立ち上げたのです。世界中から集

められたビジネス慣行の実例に基づく7つの原則は、企業が女性の

ための新しい機会を開く道しるべとなっています。

2011年半ばまでに、180以上の企業のCEOが原貝」を支持する表明に

署名しました。その原則はジェンダー平等に向けての企業のリー

ダーシップの提供、女性の専門職としての能力開発推進、男女平

等の処遇、地域社会の行動を通しての平等の支援など、企業の守

るべき責任を掲げています。

民間企業パートナーは、UN Womenの国レベルでの活動も支援して

います。タイでは、タイ航空やセントラルグループ企業などの有

名企業が女性に対する暴力撤廃キャンペーンの寄付金募集活動に

参加しています。タイ航空では、乗客から寄付金を募り、セント

ラルグループの企業は自社店舗の目につく場所に寄付金箱を置き、

従業員を対象に女性に対する暴力撤廃の研修を行い、全国の支店

の顧客サービスカウンターには電話相談窓口を設置しました。

キルギスタンでは、UN Womenと地域団体や地方自治体のパー ト

ナーシップの成功例を知った民間企業のクムトール ・オペレーティ

ング社が、地方の女性たちの経済的安定を図るため、資金提供を

申し出ました。クム トール ・オペレーティング社と地域社会や自

治体の資金を組み合わせた新しい助成金システムが設立され、こ

れにより11,000人の女性たちがより良い生活を手に入れる機会を得

ることができると考えられています。

アジア、ヨーロッパ、北米、大平洋地域では UN Womenの 18の国

内委員会のネットワークが拡大しています。それぞれが自国の支

持者からの寄付集めを行い、UN Womenの活動を支持することの重

要性についての啓発活動を行っています。

2010年、 日本国内委員会は企業の社会貢献活動拡大の一環として、

エイボン =ジャパンや資生堂とのパー トナーシップを継続してい

ます。また同委員会は日本の内閣府と共同で2010年アジア大平洋

経済協力会合に先がけ、女性起業家の貢献をテーマにしたパネル

討論会を実施しました。

フィンランド国内委員会は発展途上国の女性や少女に関する一連

のプレゼンテーション資料を作成し、それが広く学校で使われて

います。

プレゼンテーションには、2010年フィギュアスケート世界選手権

銅メグリストの日―ラ・レピスト、アイドル音楽祭の優勝者アンナ=

プーやテレビ司会者シルビア ・モディッグなどの若い有名人が含

まれています。

オーストラリアでは、国内委員会が33,000人を超す参加者を集めて、

国際女性の日100周年を祝いました。全小、中学校に配布された教

育用キットは女性のリーダーシップの重要性に焦点を当てたもの

です。UN Womenの 認知度を高め、ジェングー平等を表明するた

め30万個ものパープル ・リボンとバッジも全国に配られました。

UN Women親 善大使ニコール ・キッドマン氏は、世界中で女性に

対する暴カヘの認識を高め、それを撤廃する努力の増大に貢献し

ています。彼女は、大震災の被害が残る中、施設が入っていた建

物の倒壊で避難キャンプに拠点を移していたハイテ唯一の暴力被

害者のシェルターを訪問しました。困難な状況にも関わらず、UN

Womenが 支援したシェルターは被害者のためのサービスを提供し

続けています。メディアにより世界中に報道される中、キッドマ

ン親善大使は性暴力を経験した全てのハイテの女性や少女にサー

ビスが提供されるよう、このイニシアテブの拡大を呼びかけまし

た。



多方面のドナーから寄付金を募っている ∪N Womenの ジェングー平等基金は、女性の政治的 口経

済的エンパヮーメントを支援する目的で2009年に設立されました。基金はスペイン (6500万ドル)、

ノルウェー (350万ドル)と メキシロ (80万ドル)か らの多頴の寄付金がもとになっています。初年

度の2009-2010年度は、35カ国40のプ圃グラムに対して、総額3750万ドルの資金が提供されました。

このうち、13の助成金は2010年申に提供さね″、総額2750万ドルでした。

この基金の助成金申請開始以来、申請額は利用可能な資金を通かに上EBIり、127カ国から総額30

億ドルに上る1,239件の申し込みがありました。金ての申請を公平に審査するため、世界金地域で

活動している独立した技術専門家が科学的に央証された基準に照らtノて評価し、助成金の対象と

なる事業に優先順位を
~‐
Dけ、選考しました。

円‖oto c edはWi 3狛 呂35-F MI
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ジェンダー平等基金は女性組織、市民団体や政府に対し、2種類の   第 一期助成金-2010年 助成金支給団体

助成金から投資支援を行います。触媒助成金は、まだ存在 してい
   ァ フリカ キルギスタン

ないジェングー平等計画や政策策定の動きを加速化することをロ   ジ ンバブエ 女14サポートセンター(4/Sのならびに

されます。実施助成金は既存の国家、地方レベルの各種計画、政策、   「 ジェングー予算と女性のエンパワーメ  ト のための政府の公約履行責任と女性

ら500万ドルです。 平等に関する国家行動計画」
ルワンダ
PCN司法と民主主義など         '1'290,991

餅盟墾控齢 品 柄 1総 チち号乳

媒助成金」 の 動
 韻 、鑑 鑑 権 語

刈 た 力 諏

9件、アラブ諸国5件、   を 与えるための社会的/く`ワーバランスの  女 佐調整量

驚

'撃
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。や∞

    銘 需

等の鰍 航
難

グローバル イ ニシアテブ1件となっています。活動別内訳では、   と 分レ了ジョンソン'ナ

政治的エンパワーメン トが24件、経済的エンパワーメントが16件       俗 νN▼luジとSツ

~フ荷場女  ブ ラジル
M昨〃ベリア  女 性政策特月4事務扇ならひγご民主主義

でした。                                    「
SMWF市場プログラム」 のためのフェミ三スト

S3,000,000 「ブラジル女性により多くの権利と力を」

S3,000,000

政治的エンパワーメントのプロジェク トは女性の政治参加の増大、   拓 チ系ジァ

女性に対応 した政策や法律の策定、ならびに司法へのアクセスの   カ ンボジ琢 健教育メデ       ジ
ヤマイカ

シアサービ    女 l_4問題局な家た 紛争解決財国

拡大に焦点が当てられています。ラス ・ディ             ス
・H帥じ ならび′ごカシボジアHツ  「 ジャマイカ女性の経済的政治的エンパ

グナスとラス ・メリ   ス ′D s教育とケアC H E 0

グスで潮するエル切レヾドルの難錬棚静鏃に対する 晴 哲精重揚品発私壁瞥豚蟹留倒
生の岳再亀沼革

打開網

2年間5 0万ドルの助成金は、女性団体、女性議員、政府ならびに   , 1 , 1 7 1 , 7 4 5 メキンコ

最高裁判1所を動員した大々的な公的キャンペーンの立ち上げを支
   中 国               ジ

エングー平等:械 生活、麟場、家
族

援 しました。その結果、職場での女性差別を撤廃 し、セクハラを   全 中回女l_4LF合 「女性の政治参加の強化と経済的エン

ぢう要 景品昇札 レ言晶こ雪こ蛋種を言寧ヌ

決されました。スリ
 呂 離 堵播

めの時 な酷 参胴

 !▼ 石含古押
側

ア共同体による権利

擁護活動を活発化させ、地方政治への女性の参加が増加しました。  経 あ のための評 琢 は 絞 済

すでに、2つの政党が女性候補者の数を2 %か ら2 0 %に 増やすこと   つ 融D Aゆな班 泌6 0用
「インドの貧困地域の女性たちのための

に合意しています。 NPEWの 任務 目標へのアクセス、実現、

維持」

経済的エンパワーメントプロジェク トの目的には、ジェングー予   S 2 , 5 4 9 , 9 7 4

算の使途拡張、土地などの資産への女性のアクセスの増大、女性
  写 寮

国

の権利保護のための労働法の強化、女性に対する適正な雇用オプ   人 ″稼 資 社会研究センターならび

ションの向上などが含まれています。300万ドルの多年度助成金を   侮 3艦 孟螢捺 写

受けて、 リ ベリアのエ レン ・ジョンソン Ⅲサ                    ~メ

ントのため
一 リーフ市場女性基   の サルヘヤ イニシアテ刀

金は4年間に地方市場の再活性化を行い9,000人以上の女性とその家   S2,400,PO:

族が信頼性のある収入源を確保できるよう取 り組みを始めていま   ヨ
~ロツパならびに独立国家共同体

す。女性たちは教育やビジネススキルを身に            ボ
スニア・ヘルツェゴビつけ、長期にわたる  ボスェァヘル兆ゴど

ナ
ナ連邦 ノェン

勝 的エ ンパ ワーメン トを離 するこJこ なるで しょ九
   縁 話昇雀傷多

うび像珊″ ル 彿

「ジェングーの地方化」

Sl,472,340



信nCt基金

∪N Womenは 国連を代表して、暴力に取り組む革新的、触媒的プ回ジェクトヘの主要資金源であ

る 「女性に対する暴力撤廃国連信託基金」の運営管理をしています。その助成金第14期に当た

る2009-2010年 度には国連信託基金は33カ国と地域の26のイニシアテブに対し2050万 ドルを支給

し、平均支給額は一般に3年 間で776,000ドルでした。そのうち2010年 に支給されたのは13件、総

額1000万 ドルでした。

Photo credにM33hU Achary3
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鮮
ソーシャルワーカーと一緒に活動したことで、(私の娘は)希望を持つようになりました。娘は当時受けていた脅迫に

ついて村の長に話をヒノに行く力と励ましをもらい、脅迫は止まりました。村の人たちも娘や彼女の家族について悪

口を言うのをやめまtノた。
"

一 国連信託基金の被支給団体であるカンボジアのソーシャルサービスの支援を受けた性的暴行被害者の18歳の女性の母親

1997年の運用開始以来、国連信託基金は124の国と地域で317件の

イニシアテブに対し6000万ドル以上を支給してきました。被支給

者の大半は非政府団体ですが、政府や国連のカントリーテームに

も助成金が提供されています。

国連信託基金の被支給者の大半は暴力の防止、サービスの受けや

すさの向上や法律、政策の施行におけるすばらしい成功例を報告

しています。助成金配分のひとつは、暴力とHiVとA DSとの相関関

係対策に充てられ、また別の配分金は紛争に関連した性暴力の被

害者支援に充てられています。女性と少女に対する暴力撤廃への

世界規模ならびに国レベルでの公約が記録的に増大する中、信Ht

基金は公約と行動のギャップをなくすことをめざしています。

2010年末までに基金は74カ国で83件のプロジェクトを監督しまし

た。この1年で特記すべきものとしてはザンビアのイクオリティ =

ナウによる女子生徒に対する 「安全な空間」のパイロット事業が

挙げられます。これは5つの学校で始まり、500人が対象になりま

した。このモデルは現在教育省の支援を受け、さらなる拡大の道

が開かれています。アクション・エイ ド・エテオピアによる宗教

や伝統的指導者に対する研修の結果、指導者たちは児童婚を拒否

するなど少女の権利保護で新たな役割を果たすようになりました。

ソーシャル ・サービス ・カンボジアが開発した特別なモデルは、

カンボジアのコミュニティでのより良いサービスの提供を可能に

しました。その結果、暴力被害者は家族の支援のある地元で必要

なサービスを全て受けられるようになりました。このモデルを利

用した女性の314は、生活が向上したと証言しています。

ネパールでは、イコール ・アクセスが行つているラジオキャンペー

ンにより、暴力やHiVとAIDS関連サービスを求める女性の数が倍増

しました。太平洋諸国では、大平洋地域権利資源テームが暴力撤

廃法の改革の中心的専門組織となっています。その一例としてソ

ロモン諸島では証言法改訂の支援を行い、被害者の性的履歴が裁

判で使用されることはなくなりました。

国連信託基金の受給者の中には2010年にその活動に対して賞を受け

た組織もあります。インドのNGOブレークスルーの創造的マルチメ

ディアキャンペーン 「ベル ・バヤオ (鐘をならす)」は2010年カン

ヌ国際広告祭で22,500作品中銀llT子賞を受賞しました。このキャン

ペーンは1億3000万人が視聴し、 ドメスティックバイオレンス撤廃

へのメッセージが届けられました。現在クリントン ・グローバル ・

イニシアテブの取り組みとして、国連事務総長賞も受賞しています。

インスティテュー ト・プロムンドによる地域横断的イニシアチブ

は2010年のナイキ/チ ェンジメーカーズ共催 「サッカーで生活を

変える」グローバル トーナメントの3つの地域賞のひとつを受賞し

ました。このプロジェクトではキャンペーンの一環としてサッカー

の トーナメント試合が行われ、より多くの男性や少年に暴力撤廃

の行動を呼びかけています。

第14期助成金-2010年 と助成金被支給団体

アフリカ

ブルンジ

7/ら′以 権ジェングー含

ブルンジにおける国家GBV戦略協調実

施支援プロジェクト

S903,700

モザンビーク
ノ核 ファイングー イ ンターナショナノ広

モザンビーク

ガザ州における女性に対する暴力減少

のための性と生殖に関する権利の強化

S999,999

ザンビア
Y171/CA

ザンビアにおける女性と少女に対する

暴力撤廃に向けての地域参加型アプ

ローテ

s868,296

アジア太平洋地域

中国

地方女性のためのメと京文イと房発セン

ター

「地方に取り残された少女に対する性的

暴力撤廃」

S252,000

インドネシア

国連カントワーテーム rt/NFPA′

t/N′C5写 υN′FEM)

パプア州における女性と少女に対する

暴力に闘う

S987,886

フィリピ玖 ネパール、インド
アジアオ住民条約 rAIPPD財田
伝統的習慣制度における先住民女性の
エンパワーメント

S633,000

マーシャル詣島 _ン
147υ印′アノレーノ

環境の中の暴力へのより良い対応のた

めのイニシアテブ

S698,326

スリランカ

国連カントリーテーム(UNDR UNFPA,

UNICEtt UNHCR,VVHO,ILO,UNV)

スリランカにおけるジェングーに根ざす

暴力の防止と対応のための国連共同プ

ログラム

S969,588

アラブ諸国

エジプト、ヨルグス モロッコ

ヨルダン女性連合 rJ〃り

ヨルグン エジプト、モロッコにおける

人身売貫廃止のための総合的アプロー

テ

'994,89o

ラテンアメリカとカリブ海諸国
ベルー

lZ切社会連盟 め化A,VDRИ)

革新的な青少年参加プログラム:ベルー

の6つの地方地区にいて、女性への暴力

のない生活にへの権利を行使する

,999,999

ヨーロッパならびに独立国家共同体
ベラルーシ

目達カントツーチーム rulVFPA′

t/NCtt 10砂

ベラルーシにおけるドメスティックバイ

オレンス撤廃に向けての国の能力開発

S885,000

トルコ

母子財回 ねCどの

暴力のない家庭を作るための父親研修

S465,415

地域横断

ウガンタ ネパール、カンボジア
アシッド ナ/ドイ/ドース■トラスト イン

ターナショナ)▼

女性に対する暴力撤廃のための総合戦

略をめざして

S427,100



UN Womenは ドナー国からの支援に感謝し、ドナー基盤が国の数と金額の両面でさらに拡大することを期待しています。国連事務総長の 「ジェンダー平等と

女性のエンパワーメントのための複合組織」に関する包括的提案では 「立ち上げ期に必要な予算」として年間約5億ドルを推定しています。この目標達成

のためには UN Womenは OECDIDAC以外のドナー国の数と寄付金額の両方を増やす必要があり、2011年には150カ国から用途非指定 (コア)フ ァンドヘの

寄付を2億5000万ドル集めることを目標にしています。

収支報告書
DAW、 OSAGl(現 在 は UN Womenに 統 合 )
2010年12月31日まで
単位:1000米ドル

20104車

任意1411出金 :

使途が定められていない資金(コア資金)へのlLl出金

ン コア資金)へのlll出

利息収入                           、      117

支援費用およびその他の収入                          22

収入合計

支 出

使速 か足められていない資金 (コア資金)

便途が定められた資金 (ノン コア資金) 1,238

支出合計

ドナーヘの払戻し、およびその他の基金の繰入/戻 入

収支報告書
lNSTRAW(現 在 は UN Womenに 統 合 )
2010年12月31日まで
草圭右立:100oウKドル

20104千

収 入

任意 l p _ l出金

便述が足められていない資金(コア資金)への拠出金 2,923
使途が定められた資金(ノン コア資金)へのltl出金 3,480

小計 71n`t                                                          6,403

利息収 入                                 235

支援費用およびその他の収入                          169

寄付金および雑収入

小 計

収入合計

支出

ラム

使途が足められていない資金 (コア資金) 1,274

使途が定められた資金 (ノン コア資金)                    1,767

支出合計                                3,041

支出に対する収入の超過 (不足)                      3,766

準備金の繰入/戻 入

ドナーヘの払戻し、およびその他の基金の繰入/戻 入

1月1日現在の基金残高                           6,005

12月31日現在の基金残高                          5,126

101879

12月 31日 現在の基金残高 14,645

江 i国連の追吊予算に基つくrtl出金および支出は、国運全体の予算および決算報告書の一部とし

て含まれ報告されている。

UN Womenは 国連女性開発基金 (uNFEM)、 女1生の地位向上部 (DAW)、国連女性調査引練研究所 ONSTRAW)、 ジェングー問題に関する特別顧問事務所 (OSAGめ の任務、機能 設 備やインフラを含む資産ならびに各種
契約履行義務を統合した国連総会決議A′RES海4'28引こよって創設されました。また、この決議では、UN Womenの 活動は新しいlfj定ができるまでは現行の決議採択日以前に制定された運用協定に従うものとすると書かれています。
その結果、2010年の各機関の年間財務1青報は UN Womenの 一部として作成されたものではありますが、記録上は個月明こ扱われています。

Photo cred tiCr spin Hug権5-Pano5 Pにtures
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収支報告書
UNIFEM(現 在 は UN Womenに 統 合 )
2010年12月31日まで
単位判000米ドル

2009年 2010年

収 入

使途が定められていない資金(コア資金)への拠出金        61,984      74,928

使途が定められた資金(ノン コア資金)への拠出金         75,896      81,938

女性に対する暴力級廃信託基金 23081

ジェングー
平等基金 3578

J 計ヽ                                           164,539         171,189

利息収入                         1′ 710      1,030

支援費用およびその他の収入                8,173      孔 295

寄付金および雑収入

8,990

支 出

ラム

便途が足められていない資金 (コア資金) 49,228 79,734

められた資金(ノン コア 56,788 72,735

女性に対する暴力紺サ発4言乱基金               lo,665      13,414

ジェングー
平等基金                    6′ う08     13,056

小計                          1231189     178,939rlH`f                                              123,189         178,939
ニカ年支援予算:

11,562 13,099

支援 費用

UNIFEM(現 T■は UN Womenに 統 合 )

特別信託基金への拠出金(2010年)
単位 判000米 ドル

2010年12月31日現在

女性に対する暴
ジェンダー カ船廃国連信  2010年   2009年

拠出機関                 平 等基金   記 基金   合 計   合 計

アンティ ―ダ

オースト

リ

テンマーク

フィンランド

アイスランド

アイルランド

政府

小 計

576

リヒアンシュタイン

メキシコ

オ ラ 5882

71156

スロヘニ/ 1 7

スペイン 6,693 6,693 孔396

スイス 228

トリニダードトバ

21500

25,398

4サ907          孔 827

/1計`'                                              16,469         20,926

支出荏)言,                                          139,658         199,865

支出に対する収入の超過 (不足)             40,456    (19,686)

準備金の繰入/戻 入                  (4,910)    (1,390)

ドナーヘの払戻し、およびその他の基金の繰入/戻 入         (1,147)      (779)
1月1日現在の基金残高                 193,234     227,633

12月31日 現在の昼金残高 22■633 205,778

国内委員会

オーストリア国内委員会

/イ スフンド田 肉委 員会

日本国内委員会

ニュージーランド国内委員会

英 国国 内委員会

UN FEM国 内委員会からの

拠出金合計

その他のドナー

エイ不ン 253       253

ジョンソン&ジョンソン企業グループ 433      433

国際ソンタ財 団 365      365

での他                      _    _    _    5

その他のドナーからの拠出金合計         _  1,o51  1,051   1,121

13,517 14,323   26,659

UNIFEM(現在はUN WOMENに 統合)への拠出金上位20政府/機 関(2010年)
単位:1000米ドル

2010年12月31日現在

政府                            使 逮が定められていない資金(ョア資金)       使途が定められた資金(ノン1ヨア資金)                2010年 合at                 2009年 合計

スペイン

総計

221088 48122

ノルワェー 12,796 9,530 221326 22,260

9458 2518 6,661

オーストラリ7 2,579 3624

ンマーク 3,146

675イタリア

ドイツ 1920 3013 2544

1,076 2617 11929

フィ〕 ン ド 1,361 1,913

1,970 1,863

1,800 1,590

975スイス 975

ルラン 1サ084

才―ストリ/ 783

アイスランド                            200                497                697                800

上位20政府からの拠出金合計                73,530             62,460             135,990             124,145

1,416 599 5016

129,161

514

74,946 63,059



UNIFEM(現在はUN Womenに統合)への政府およびその他のドナーからの拠出金(2010年)
単位 打000米ドル

2010年12月31日現在
拠出機関                       使 途が定められて1なヽい資金伯ア資翻     墜 塗型星塑≧空1資金ワン'コア資倒         2010年 合計         2009年 合計
政府

アフガニスタン 1`

アンゴラ・2

アンティグア バー _ダ 本2

アルメニア

オーストラリア 3,020 2,579
オーストリア

アゼルバイジャン

ルンジ

カナダ 1,229 3393                        4● フラ

中 国

コンゴ

コートジポワールと8

テンマーク 1 , 8 1 1 3サ146
ジノチ

09

エルサル′ 02

02

26

欧州委員会 1,970
フィンランド 2,240
フラン

ルジア

ドイツ 1,920

3

3013
ガーナ革2

リシャ

インド

ンドネシア

イラクネ2
アイルランド

フIル

イタリア

ヨルグン章8

クウェート

レバノン Ⅲ4

リベリアを2
リヒテンシュタイン

ンフル

マグガスカル

マリ・2

マーシャ

モーリタニア'8

モンテネグロⅢl

4
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2010年 12月31日現在

拠出機関                       使 違が定められていない資金●ア資金)    使 途が定められた資金υン1ヨア資金)        2010年 合計         2009年 合計

ネパール ー                2

オラング 2721 4,495 4,315

1,800 1590ニュージーランド
ニジェール 02

ナイジェリア

ノルウェー 12,796 9,530 22326 22,260

パレステナⅢ8

オマーン平

パキスタン・3
パラグアイ

フィリピン

ポルトガル

カタール・8

ルワング

セントクリストファー ネーヴィス 05

セントルシア

サモア

サンマリ/・5

サウジアラヒア

セルビア

セネガルと8
セーシェル

シンガポール

スロバキア
スロベエア

スベイン 22,088

タンサニア

東ティモール

トーゴ

トリニグードトバゴ

チュニジア

トルコ

アラブ首長 国連邦

英国
Ⅲ
5

英国 4,658 7176

米 国 5985 5985

ウルグアイ

ベトナム ヤ8

国連機関

FAO(食 糧農業機関)

FAD(国 際農業開発基金)

LO(国 際労働機関)

OM(国 際移住機関)

U N (国 際連合) 433

U N A  D S (国連合同エイズ計画)

UNCDF(国 連資本開発基金)

UNDEF(国 連民主主義基金) 1239

UNDG IRAQ TRUST FUND(国 連開発グルーブ、イラク信託基金) 1,500

U N D P (国 連開発計画)

UNESCO(国 連教育科学文化機関)

U N F P A (国 連人 口基金) 639

UNHCHR(国 連人権高等弁務官事務所)

U N  C E F (国連児童基金)

U N O C H A (国 連人道問題調整事務所)

UNV(国連ポランティア計画)

国連機関からの拠出金合計 1乙001 1■001 11,041

国内委員会
Ⅲ6

オーストラリア国内委員会

カナグ国内委員会

フィンランド国内委員会
ハンガリー国内委員会

アイルランド国内委員会

イタリア国内委員会

日本国内委員会

ニュージーランド国内委員会

シンガポール国内委員会

スイス国内委員会

英国国内委員会

米国国内委員会



UNIFEM(現 在はUN Womenに 統合)への政府およびその他のドナーからの拠出金(2010年)
単位 打0 0 0米ドル

2010年12月31日現在
型些壁聖                        僕 途が定めら依晩い資金●殻翻     使 途が定められた資金レン1ヨ7資倒         2010年 合計         2009年 合計

-               5

望堅EE里【現在はUN Womenに統合)国内委員会からの拠出金合計              46               733 779                            767

エイ不ン
690

国連開発機関アラ

クリステャンセン ファンド
―バルコンノヽクト

112

ハインリヒ

305
ンスティチュートオ ィヘロッブメントスタディーズ

KUMTOR KYR

ユニタリアン ユニヴァーサ|

世界銀子T(国 際復興開発銀行)

2011年 に支払われた2olo年 分の差額                       18 18                     41966
会からのコア資金

2010年に支け取つた2009年分のオーストラリア国内委員会
からの拠出金差額

買■X挫田重拙観                              74,928

ネ12010年 および翌年 (以降)の分として受け取つた金額。
*2前 年までに受け取つた金額。
*32011年 に2010年分として受け取つた金額。
ネ42010年 分および20o9年分として受け取った金額。
ネ52010年 に2009年分として受け取つた金額。
*62011年 分として受け取つた金額。
*7国 内委員会からのコア資金への寄付金は、正式には寄付金として別個に認識されるが、年次報告書の表中ではコア資金への拠出金の項 目に表示されている。
*8印 刷時点までに支払われていない約束された拠出金。

DAW、 OSACl、 INSTRAW(現 在 は UN Womenに 統 合 )へ の 政 府 および その他 の ドナーか らの拠 出 金 (2010年 )
単位 打00 0米ドル

20 1 0年1 2月3 1日現在
理堂控璽                             室 塗埜垂塑≧空王!ど埜!J空室̀ ョニ重全J   使途が定められた資金(ノン=コア資金)             2010年 合計
lNSTRAW

テ ブ

インド

オーストリア

イスラエル

オランダ
150                              150

220                                220

50
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争・む・0
8 , )       ‐

国内委員会

∪N Womenの 国内委員会は独立した非政府組

織であり、女性の問題に関するアウトリーチ活動

や啓発活動を行うとともに、世界全域での UN

Womenの プロジェクトのための資金調達を行

い、UN Womenの 使命を支援しています。現在

以下の18カ国に国内委員会があります。

Au s t r a l i a

5ue Conde,President

」tllie h71cKay Executive D rector

[rnaF i pres dentOunlrtrol御en org au

Austtta

L‖y sucharipa,President
E m a : i n砲④un iたm  a t

Canada

A l m a s」i w a n , P r e s i d e n t

[rnail alrna5 unWOrnencanadattbe i net,

nfoOunwomencanada org

Finiand

E na Arlu tanen,Exectltive D rector

[maに e na muttanen@unwornen i

Germany

Kar n NordmeyeL President

[ m a i l : k a t t n n o r d m t t e r④u n  f e m  d e

Hungary

K bra Dobrey Cha r

E m a F  i n的④u n  f e m n c  h u

iceland

inga Dbra Pこttl「sdbtt,Executive D rector

[ma :ingadoraOun、′vomenis,

unwomen④ unwomen15

1reland

A/1ahin Sendvash,Cha r

[rnaili nfo④un fern ie,mah nsendvash④ 01 e

italy

5 mone Ovart,Pres dent

Ema L ovart④tin止

J a p a n

Maklko Ar ma,Pres dent

Emai:unwomenn hon④ adag o ocn ne」p

New Zealand

Rae」ul an,President

Ema raelulanOparadise net nz

Norway

Gro Lindstad,D rector

[mal:gl④fokuskvinner no

Philippines

Lorna P Kapunarl,Chair

Kathlecn N L or Liechtenstein′President

E m a  u n t t m n c p h l @ y a h o o  c o m

SingapOre

Trina L ang―Lin′President

[ m a i l i t r  n a  l i a n g @ u nたm  o r g  s g

Sweden

h71argaretaヽヽ/inberg′President

Ema :intto(〕unhAromen se

Svvitzeriand

Al son King,Pres dent

[mailia son king④un、ハ′omen ch

[「ika LindeL Executive Director

Ema rerka nder(〕 unwornen ch

United Kingdom

」an Grastj/President

Ernai」angras呼④talkta k net

United States ofAmettca

Magg e Forster Schmttz,Pres dent

Emaに director(〕unwomen usnc org

Photo credに Peter Guttman一 Corbis



地域事務所長 と国別事務所長

5outh Asia

Anne F Stenhammer

19A&19B Rajd00t Marg

Ne、A/Delhilloo21,india

Teに+9111-26119127

FaX:+9111-26打9130
E m a i 卜a n n e  s t e n h a r n m e r o u n w o m e n  o r g
A`reb5itetAヽ′llvW7 unifem org in

East and 5outh―East Asia

nv40ni Piza ni

United Nations Bu ding,5th Floor

R a j d a m n e r n  N o k  A v e n u e

Bangkoklo200,ThaF and

Te i+662-288‐9o300r
+6681-8671476

Fax:+662-28o-6o30

Ernai:ntt th@unwomen org

、Arebs tei M′、、/11y unifel竹―eseasia org

Pacinc

E izabeth Cox

Leve1 5,Vanua House

V ctor a Parade

Suva,Fu十

Te:+679 330 1178 or+6793301118

Fax:+6793301654

ErnaF registry④unwomenpacinc com
X7Vebsitet、A′、、/th7 pacinc unifel御org

Arab States

M a h a  A I―N u a  m y ( O i C )

1 4  A b d a  a h  B i n  O m a r S t r e e t

Shrneisani

RO Box 830 896

A m m a n打 1 8 3′」O r d a∩

再ei+9626-520-006o

Fa×:+9626-567-8594

Emaltadm n」 ordan④ unwomen org

Webste:www un fern org」 o

North Afttca

Le a Rh wi(OFC)

13 Rue Ahmed Ba afrel,

5ou ssi一Rabatloooo′ かv4orocco

Te t+2125-37-63-53-200r

+2125-37-63-53-32

Faxi+2125-37-63-53-40

Ernaiにeila rh wi④unwOmen org

East and Horn OfAfrica

E sa beth LIvanga

UN Gigiri Complex,Gig ri Avenue

B OCk Q′R00m5100112

PO BOX 30218,ooloo

Na robL Kenya

eに+25420-762-43010r

+25420762-4383

Fax:+25420762-44940r

+25420762-4490

Ema lielizabeth lwanga@unwomen org

W e b s t t e : w w w u n  t t r n  e a s t e r n a f r  c a  o r g

Central AfHca

D i a n a  O n t t o n a

1 2′A v e n  u e  d e  l A r r nこe

巳O BOX 445

Kigal′Rぃ/anda

TeL+250252-5904630r

+250252-590468

Faxi+250252-576263

[rnai:diana ofth7onaOunwomen org

VVest Africa

」05ephine Odera

l m m e u b l e  5 o u r n e x , 2  e m e  6 t a g e

M a r n e  e s  A  m a d i e s

B P154

Daka,Senega

Te i+22133-869-99マ O Or

+22133-869-99-36

Faxi+22133-86o-54-95

Ema:joseph ne odera@unwomen org

Southern Africa

Nomcebo A/1anzini

A/1erafe Hou5e

ll Naivasha Road,RBag X44

5unninghi1 2157

」ohannesburg,South Afr ca

Te:+2711-5171579

Faxl+2711-517-1631

Ernalinomcebo manz niOunwomen Org

い′ebsiteivv、へ/ぃ′u nifem-5ar0 0rg

A/1exico′Central America,Cuba and the

Dominican Repubiic

A n a  C 」u e z n n e s  G a r c  a

lvlontes Urales 440′2°pi50
Col Lomas

Me×ico Citj/1looO,MeXico

Te i+5255-4000-98o8

Fax:+5255-52031894

Ema lt contacto@onurnujeres net

llllebsite:、ハ′ぃ′ヽA′unifem、へ′eb org rnx

Andean Region

tucia Salarnea Palacios

Edif Naciones Unidas 2dO PlSO

A v e n d a A m a z o n a s 2 8 8 9 y L a G r a n j a

R① BOX17-03-4731

Q u t t o′E c u a d o r

Teに■5932-246o-3290r
+5932-246o-334

Faxi+5932-246o-328

Emal ucia salamea@unwomen org or

onu mujeresand naOunwomen org

WVeb5itet、へ/、ハ′Wunittemandina org

Caribbean

Roberta Clarke

United Nat ons House,lX/1arine Gardens

Hast ngs,Chr st Cllurch′Barbados

Te i+1246-467-6ooo

Fax:+1246-437-6596

Erna ltroberta c arke@unwomen org

Web5代e:WWwun ferncarorg

5outhern Cone

Rebecca Reichmann avares

EQSW lo3カ04′Lote ol

B  o c o  C , 1 0  A n d a r

Setor Sudoeste

B r a s i  a  D t t  B r a Z i l

Te i+5561-3038-928o

Fax:+5561-3038-9289

Ema :rebecca tavare5@unWOmen org

Webstte:wwthrun fern org br

Central and Eastern Europe

Er kaく′api10va

Gross ingova 35

81lo9 Brati51aVa,Slovak Republic

Te:+4212-593-37-324

Fax:+4212-593-37打71
Ernaiierika kvap lova④unwomen org

Websttet www uniたm sk

Commonwealth ofindependent States

D a m  i r a  S a r t b a e v a

67 0 e B15tL

Almatt Kazakhstan
Te i+77272-582643

Fax:+77272-582645

EmaFl dam ra sartbaeva④ unwomen org

W e b s t t e : w wⅥu n  f e m c i 5 0 r gヵe n = 1

Liaison Ottce Directors

UN Women Liaison Ottce― European Union

DagmarSchumacher

Rue A/1ontoyer14

looo Brusse15′Belgiul神

打el:+322-2131444

Fax!+322-2131449

Ernai卜unwornen bru5SeiSOunwomen org

UN WVomen Liaison Ottce-5pain

Roclo Rodriguez l1/artinez

C/Capitあn Haya 42′la Planta

28o20 Alladr d,Spain

Te:+34915718-839

Faxl+34915718-839

Emaifroc o rodttguez@unwomen org

U N Women Liaison Ottce― Japan

lx/1iyuki Kerkhof

4-1-27 5hukuin―chO Higashi

Saka ku

Sakai Cilル590-0955,」apan

Te:+8172-223-0009

Fax:+8172-223-O091

Ernai miyukikerkhofOunwomen org

UN IAromen Liaison Ottce― African union

Florence Buteg、A′a

Ericsson Bui ding,3rd Floor

Add s Ababa,EthiopFa

Te:+2511152210670r

+251913202231

Fax:+251115538163

Ema l ttorence butegwa@unwomen org
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